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『明
六
雑
勃館

は
明
治
六
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
駐
米
代
理
公
使
森
有
礼
が
欧
米
で
の
知
的
体
験
を
も
と
に
、
日
本
の

教
育
改
革
を
目
指
し
て
同
年
八
月
に
同
志
と
と
も
に
設
立
し
た
学
術
結
社

「明
六
社
」
の
機
関
誌
で
あ
る
。

維
新
の
変
革
に
よ
っ
て
近
代
国
家
建
設
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
日
本
に
と

っ
て
、
国
民
全
体
の
知
的
レ
ベ
ル
の
向
上
、
教
育
改

善
の
必
要
を
痛
感
し
た
森
は
、
海
外
の
学
会
や
ク
ラ
ブ
で

一
流
の
学
者
、
知
識
人
と
交
流
し
た
経
験
か
ら
、
旧
来
の
日
本
の
学
者
の
孤

立
、
閉
鎖
性
を
打
破
し
て
、
学
者
間
の
学
究
的
交
流
を
促
す
た
め
に
学
術
結
社
の
設
立
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
そ
の
構
想
を
実
現
す
る

た
め
に
、
帰
国
後
間
も
な
く
彼
は
西
村
茂
樹
を
訪
ね
た
。
の
ち
に
修
身
学
社
を
創
立
し
、
日
本
弘
道
会
の
会
長
と
し
て
新
し
い
道
徳
強

化
運
動
を
推
進
し
た
西
村
は
、
そ
の
回
想
録

『往
事
録
』

(明
治
三
八
年
七
月

西
村
家
図
書
部
)
の
中
で
こ
の
と
き
の
森
の
論
旨
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

「米
国
に
て
は
学
者
は
各
其
学
ぶ
所
に
従
ひ
、
学
社
を
起
し
て
以
て
互
に
学
術
を
研
究
し
、
且
講
談
を
為
し
て
世
人
を
益
す
、
本
邦
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の
学
者
は
何
れ
も
孤
立
し

て
、
互

に
往
来

せ
ず
、
故

に
世

の
益
を
な
す

こ
と
甚
少

な
し
、
余

は
本
邦

の
学

者
も

、
彼
国

の
学
者

の
如
く

互

に
学
社
を
結
び
、
集
会
講
究
せ

ん
こ
と
を
望

む
、
且
本
邦
近
年
国
民

の
道
徳
衰
頽
し

て
、
基
底

止
す

る
所

を
し
ら
ず
、
是
を
救
済
す

る
は
老
学
士
を
措
き

て
他

に
あ

る
べ
か
ら
ず

、
故

に
今

一
社

を
結
び
、

一
は
学
問

の
高
進
を
謀
り
、

一
は
道
徳

の
模
範
を
立
ん
と
欲
す

と
」
。相

談

を
う

け
た
西
村
は
、
「余
其
事

の
可
な
る
を
賛
す
、
因

て
両
人
相
議
し

て
都
下

の
名
家

に
謀
ら
ん
こ
と
を
約
す
」
と
応
じ

て

"都

下

の
名
家

"

に
森

の
案
を
伝
え

る
こ
と
を
約
束

し

て

い
る
。
西
村

の

い
う

都
下

の
名
家

に
は
、
福

沢
諭
吉
、
中
村
正
直
、
加
藤
弘
之
、

津

田
眞
道

、
西

周
、
箕
作
秋
坪

ら

の
名
前

が
挙
げ
ら

れ

て

い
る
が
、
西
村
を
介

し

て
森

の
構
想

が
こ
れ
ら

の
人

た
ち

に
伝
え
ら

れ
、

彼

ら

の
賛
同
を
得

て
結
社

の
設
立

が
実
現

に
向

か

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に

」明
六
社
」
は
森

有
礼
と
西
村
茂
樹

の
二
人
を

中
心

に
し

て
具
体
化
さ
れ
、
西
村
が
推
挙
す

る
名
士

の
協
力
を
得

て
組

織
化

が
進

め
ら
れ
、
社
則
を
整
え

て
正
式

に
発
足
し
、

こ
こ
に
欧
米

の
ク

ラ
ブ

や
学
会

に
範

を
と

っ
た
わ
が
国
最
初

の
学
術
結
社

「
明

六
社
」
が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。

そ

の
メ
ン
バ
ー
は
、
森

と
西
村
を
筆
頭

に
、
中
村
正
直
、
津

田
眞
道

、
西

周
、
福
沢
諭
吉

、
神

田

孝
平
、
加
藤

弘
之
、
箕
作
秋
坪

、
箕
作
麟
祥
、
杉
享

二
ら
約

三
〇
名

で
、
彼

ら

の
多
く

は
幕
末
維
新
期

に
す

で

に
海
外

に
留
学
し
て
洋

学
を
修
め
、
幕

府

の
洋
学
機
関

で
あ

る
蕃
書
調
所
、
洋
書
調
所
、
開
成
校
な
ど

の
役
職

に

つ
い
た
人
た
ち

で
あ

っ
た
。
年
令
は
森

が
二

六
歳

で

一
番
若
く
、
箕

作
麟
祥

二
七
歳

、
加
藤

三
七
歳

、
福

沢
三
九
歳
、
中
村

四

一
歳
、
西
と
津

田
が
四
四
歳
、
杉

が
四
五
歳
、
箕
作

秋
坪

が
四
八
歳

で
あ

っ
た
。
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設
立
翌
年
の
明
治
七
年
三
月
に
明
六
社
の
機
関
誌

萌

六
雑
仕塵

が
刊
行
さ
れ
た

(社
が
設
立
さ
れ
た
明
治
六
年
に
因
ん
で
雑
誌
の

名
前

が

つ
け
ら

れ
た
)
。
発
行

所
は
郵
便
報
知
新

聞
社

で
、
月

二
回
な

い
し
三
回
発
行

さ
れ
た
。
半

紙
半
載

二

つ
折
り

(縦

一
八
セ
ン

チ
、
横

=

一セ

ン
チ
)
で
、

二
〇
頁
余
、
五
号
活
字

で
三
〇
字
詰

一
三
行
、
全
文

が
漢
字
と
片
仮
名

で
書

か
れ

て

い
た
。
内
容
は
政
治
、

経
済

、
法
律
、
社
会
、
教
育

、
宗
教
、
風
俗
な
ど
多
岐

に
わ
た

っ
て
お
り
、
啓
蒙
思
想
誌
特
有

の
百
科
全
書
的
趣
が
全
篇

に
漂

っ
て
い

る
が
、
各
自

が
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー

マ
を
常
識
的

に
解
説
す

る

の
で
は
な
く
、
学
問
的

に
論
じ
よ
う

と
し

て
お
り
、
会
員

た
ち

の
啓
蒙
家

と

し
て

の
見
識
が

み
ら
れ

る
。

文
学

関
係

の
記
事

が
少

な

い
の
は
、
実
学
優
先

の
時
代
を
考
慮

す
れ
ば
不
思
議

で
は
な

い
が
、
第

二
五
号

の
西

周

の

「知
説
」

五

は
、
当
時

の
日
本
人

が
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
か

っ
た
文
学
用
語
を
数

多
く
紹
介

、
解
説
し
た

い
わ
ば
小
型

の
文
学
概
論

で
、
こ
れ
が
坪
内

適
遙

の

『小
説
神
髄

　
の
先
駆
を
な
し

て

い
た

こ
と

が
わ

か
る
。

倍

根

(
ベ
イ

コ
ン
)
、
雀
畢
士

(ホ

ッ
ブ

ス
)
、
斯
邊
設

(ス
ペ
ン
サ
ー
)

な
ど

の
哲
学
者
、

さ
ら

に
詩
人

の
ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ
や
バ
ー

ン
ズ

の
所
論
を

翻
訳
紹
介

し
た
中
村

正
直

の

「
西
学

一
斑
」

(第

十
号
)
も
注
目
す

べ
き
論
文

で
あ

る
。

西

周
は

「
洋
字

ヲ
以

テ
国

語

ヲ
書

ス
ル
の
論
」
を
第

一
号

に
掲
げ

て
、
文
盲
を
な
く

し
開
明
を
進
め

る
た
め

に
は

日
本
語

を

ロ
ー

マ
字

で
表
記
す

べ
き
だ
と
主
張

し

て

い
る
。
ま

た
、

の
ち

に

(明
治

一
六
年

七
月

)
大
槻
文
彦
、
物
集
高
見
ら
と

「
か
な

の
会

」
を
起

し
国
語
改
良

運
動

に
尽
力

し
た

清

水
卯

三
郎

が
第

七
号

の

「平
仮
名

ノ
説
」

の
中

で
、

日
本
文
を
平
仮
名

で
書
く

こ
と
を
唱
え

、

「凡

ソ
読
者

ノ
解
リ
易

ク
言
語

一
様

ノ
文
章

ヲ
記

シ
テ
…
…
」
と
言

っ
て
お
り
、
杉
享

二
や
西

周

の
論
文

に

「ゴ
ザ

ル
」
調
が
用

い
ら
れ

て

い
る
な
ど
、

こ
こ
に
早
く
も
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言
文

一
致
体

の
萌
芽

が
み
ら
れ
、
そ

の
後

の

「
ロ
ー

マ
字
会
」

の
設
立

(明
治

一
七
年

一
二
月
)
と
そ
の
機
関
誌

寛
α
ヨ
魯

N
器
ω
亘

(『羅
馬
字

雑
藷蔭

)

の
発
行

、
さ
ら

に
そ

こ
か
ら
山

田
美

妙
ら

の

言
文

一
致

の
運
動

へ
と

つ
な

が

っ
て

い
く
近
代
文
章
成

立

の
過
程

が

み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

『明
六
雑
靴
挫

の
発
行
部
数

は
、
明

六
社
創

立

]
周
年

に
当

っ
て
森

が
同
誌

の
第

三
〇
号

に
載

せ
た

「
明
六
社
第

一
年
回
役
員
改
選

二
付

演
説
」

の
中

に

凹毎

号
三
千

二
百

五
冊
余

…
…
」
と
あ

る
か
ら
、

こ
の
時
代

と
し

て
は
驚

異
的
な
売
行
き

で
、
価
格
は

一
冊
三
銭

-

五
銭

(多

く
は

四
銭

)

で
あ

っ
た
か
ら
、
利
益
も
き

わ
め
て
大
き
か

っ
た
は
ず

で
あ

る
。
同
じ
森

の

「演
説
」

の
中

に
過
去

一
年
間

の

「
明
六
社
活
動

・
収
支
表
」
が
あ
り
、
そ
れ

に
は

つ
ぎ

の
よ
う

に
記
さ
れ

て
い
る
。

澗
収

入

之

部

支

出

之

部

]

明
六
雑
誌

(第

一
号
～

一
九
号
)

社
中
醸
金

同
上
利
子

計

六
三
二
円
八
二
銭
五
厘

雑 食費 料

七 三 八
0

円 一
七 三 円
円 三 五
六 銭 ○
五 二 銭
銭 厘
七
厘

一

謝 雑
計 金 霧

印

二

一
四
円
八
四
銭

五
円
六
〇
銭
八
厘

二

一
円
七
二
銭
八
厘

二
〇
円

⊥

天

両

七

鐘
重

⊥

ー

I

I

I
L

 

こ
れ
に
よ

っ
て
収
入
か
ら
支
出
を
差
引
く
と

四
五
五
円
四
八
銭

一
厘

と
な
り
、
雑
誌

に
よ
る
年

間
収
入
は
諸
経
費

を
差
引

い
て
も
き

わ
め

て
大
き

か

っ
た

こ
と
が
わ

か
る
が
、

こ
れ

が
明
六
社

の
活
動
を

一
方

で
支
え
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
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『明
六
雑
誌
』
が
発
行
さ
れ
た
翌
年

(明
治
八
年
)
の
六
月
二
八
日
に
、
明
治
新
政
府
は
言
論
、
出
版
の
統
制
を
強
化
す
る
た
め
に

さ
ん
ぽ
う
り

つ

読
誇
律
、
新
聞
紙
条
例
な
ど
の
条
例
を
公
布
し
た
。
こ
れ
は
明
六
社
の
円
滑
な
運
営
に
と

っ
て
有
形
無
形
の
障
害
に
な

っ
た
。
薩
長
新

政
府
の
一言
論
統
制
は
こ
れ
よ
り
先
に
早
く
も
明
治
二
年
三
月
二
〇
日
に
新
聞
紙
印
行
条
例
を
公
布
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
当
時
は
ま

だ
維
新
の
混
乱
が
そ
の
ま
ま
尾
を
引
い
て
お
り
、
旧
幕
臣
や

一
般
民
衆
の
批
判
と
反
抗
を
恐
れ
た
新
政
府
は
、
新
聞
の
発
行
を
免
許
制

に
し
、
編
集
者
の
責
任
の
明
確
化
、
記
事
制
限
な
ど
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
の
体
制
の
安
定
維
持
を
は
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
条
例
に
最
初
に
触
れ
た
の
が
福
地
源

一
郎

(桜
痴
)
で
、
彼
は
追
い
つ
め
ら
れ
た
幕
臣
の
最
後
の
抵
抗
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
独

力
で

『江
湖
新
聞
』
を
発
行
し
、

一
人
で
記
事
を
書
き
、
新
聞
を
刷

っ
て
薩
長
の
藩
閥
政
治
を
攻
曹
し
た
。
そ
の
記
事
内
容
が
当
局
の

忌
誰
に
ふ
れ
て
つ
い
に
彼
は
国
事
犯
と
し
て
拘
引
投
獄
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
後
年
彼
が
書
い
た
回
顧
録

『懐
往
事

談
付
新
聞
紙
実
歴
』

(明
治
二
七
年
)
の
中
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
時
代
の
進
展
と
と
も
に
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
新
聞
、
雑
誌
が
続
々
と
出
版
さ
れ
る
な
か
、
政
府
の
機
構
も
次
第
に
整

備
さ
れ
、
出
版
統
制
も
漸
次
強
化
さ
れ
て
行

っ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
新
聞
雑
誌
が
果
す
社
会
的
役
割
と
そ
の
効
用
を
知

っ
て
お
り
、

そ
れ
を
自
ら
の
宣
伝
機
構
に
組
み
入
れ
る
た
め
に
、
新
聞
雑
誌
の
刊
行
を
奨
励
す
る
と
い
う
側
面
も
持

っ
て
い
た
。
つ
ま
り
政
府
は
奨

励
と
統
制
と

い
う
矛
盾
を
抱
え
て
言
論
出
版
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
絶
対
主
義
的
政
権
樹
立
を
目
指
す
薩
長
政
府
の
下
で
は
言
論
出
版
の
完
全
な
自
由
は
あ
り
得
ず
、
統
制
の
強
化
は
必
至
で
、

言
論
出
版
に
携
わ
る
人
た
ち
は
早
く
か
ら
政
府
の
真
意
と
社
会
の
風
潮
を
察
知
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
重
苦
し
い
情
況
の
な
か
、
明
治
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八
年
六
月
二
八
日
に
太
政
官
布
告
と
し
て
読
諺
律
と
新
聞
紙
条
例
が
公
布
さ
れ
た
。
前
年
の
明
治
七
年

一
月
に
板
垣
退
助
ら
が
民
選
議

院

(国
会
)
設
立
の
建
白
書
を
提
出
し
て
以
来
、
自
由
民
権
を
唱
え
る
入
た
ち
が
激
増
し
、
そ
の
対
応
に
窮
し
た
政
府
は
言
論
の
統
制

を
強
化
す
る
こ
と
で
こ
う
し
た
動
き
を
封
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
諜
誘
律
と
い
う
の
は
内
容
が
す
こ
ぶ
る
杜
撰

で
、
例
え
ば
そ
の
第

一
条
第

一
項
に
は
、
「凡

ソ
事
実
ノ
有
無
ヲ
論
ゼ
ズ
人
ノ
栄
誉
ヲ
害
ス
ベ
キ
ノ
行
事
ヲ
摘
発
公
布
ス
ル
者
之
ヲ
誘

殿
ト
ス
」
と
し
て
禁
獄
三
月
以
上
六
年
以
下
、
罰
金
五
十
四
円
以
上
千
円
以
下
を
親
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
条
文
を
現
在
の
人
間
の
頭

拶
で
解
釈
す
る
と
、
栄
誉
あ
る
人
は
如
何
な
る
非
行
を
犯
し
て
も
、
証
拠
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

一
切
答
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
読
諺
律
は
同
時
に
公
布
さ
れ
た
新
聞
紙
条
例
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
、
細
目
に
お
い
て
統
制
が
強
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
新

聞
雑
誌
類
は
今
後
必
ず
管
轄
す
る
内
務
省

(明
治
六
年
設
置
)
に
発
行
許
可
を
申
請
し
、
無
許
可
で
発
行
し
た
場
合
は
発
行
禁
止
は
無

論
の
こ
と
、
印
刷
機
を
没
収
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
新
聞
雑
誌
に
掲
載
す
る
論
説
、
記
事
の
ほ
か
、
投
書
に
も
執
筆
者
の
署
名
を
要
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。

条
例
は
お
粗
末
で
も
、
と
も
か
く
言
論
入
に
と

っ
て
は
恐
怖
の
時
代
が
は
じ
ま

っ
た
わ
け
で
、
各
紙
と
も
厳
し
い
処
分
を
恐
れ
て
記

事
の
筆
鋒
は
鈍
り
、
盛
り
上
り

つ
つ
あ

っ
た
民
権
論
も
急
に
下
火
に
な
り
は
じ
め
た
。

福
沢
と
中
村
以
外
は
、
社
長
の
森
を
は
じ
め
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が
政
府
官
僚
、
ま
た
は
そ
の
筋
の
人
材
で
占
め
ら
れ
て
い
た
明
六
社

で
は
、

い
っ
そ
う
複
雑
な
気
持
で
事
態
の
成
行
き
を
見
守
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

『明
六
雑
辻踏

の
発
行
が
八
年
の
六
月
二
五
日
に
第
三
九
号
を
出
し
た
あ
と

一
時
中
断
し
て
い
る
の
は
、
出
版
中
止
か
継
続
か
を
め
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ぐ

っ
て
社
内
で
激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
八
月
に
発
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
第
四
〇
号
は
結
局
発

行
延
期
に
な

っ
た
。
夏
休
中
の
社
員
の
動
揺
は
、
休
み
明
け
の
最
初
の
定
例
会

(九
月

一
日
)
で

一
気
に
頂
点
に
達
し
、
遂
に
福
沢
の

「明
六
雑
誌
の
出
版
を
止
る
の
議
案
」
が
提
出
さ
れ
て
明
六
雑
誌
の
出
版
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。
『郵
便
報
知
新
聞
』
第
七
六
八
号

(明

治
八
年
九
月
四
日
)
の
社
説
は
九
月

一
日
の
明
六
社
集
会
に
お
い
て
福
沢
の
議
案
に

一
同
が
同
意
し
た
こ
と
を
伝
え
、
以
下
の
よ
う
な

建
議
案
の
内
容
を
掲
載
し
た
。

「本
年
六
月
発
行
の
誕
諦
律
及
び
新
聞
条
例
は
、
我
輩
学
者
の
自
由
発
論
と
共
に
両
立
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
此
律
令
を
し
て

信
に
行
は
し
め
な
ば
、
学
者
は
俄
に
其
思
想
を
改
革

す
る
か
、
若
し
く
は
、
筆
を
閣
し
て
発
論
を
止
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。

我
明
六
社
設
立
の
主
旨
は
社
則
第

一
条
に
記
す
る
如
く
、
同
志
集
会
し
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
な
り
、
又
此
意
見
を
談
論
演
説
し

て
之
を
雑
誌
に
出
版
す
る
こ
と
な
り
、
而
し
て
設
立
以
来
、
社
中
に
行
は
れ
た
る
社
論
演
説
の
趣
を
見
て
今
後
を
察

す
る
に
今
後
の
出

版

必
ず
律
令

に
触

れ
ざ

る
を
期
す

可
か
ら
ず

、
加
え

、
社
員

十
に
八
、
九
は
官
吏
た

る
を
以

て
、
七
月
九

日
第
百
十
九
号

の
官
令

に
よ

れ
ば
、
発
論

の
制
限
益
窮

屈
な

る
を
覚

ゆ
る
な
り
…
…

故

に
此
際

に
当

て
、
我
社

の
決
議
す

べ
き

は
、
第

]
、
社

員
本
来

の
思
想
を
俄

に
改
革

し
、
節
を
屈

し
て
律
令

に
適
し
、
政
府

の
思

ふ
所
を
迎
え

て
雑
誌
を
出
版
す

る
か
、
第

二
、
制
律
を
犯

し
条

例
に
触

れ
、
自
由
自
在

に
筆

を
揮

て
政
府

の
罪
人
と
な

る
か
、
唯
此
二

箇
条
あ

る
の
み
な
れ
ど
も
、
目
今
社

中
全
体

の
有
様
を
察
す
れ
ば
、
両
様

共
に
行
は
れ
難

か
る

べ
し
。

　
か

り

右

の
如
く
節

を
屈
す

る

こ
と
能
は
ず
、
発
論
を
自
由

に
す

る
こ
と
能

は
ず
、
然
ば
即
ち
単

に
雑
誌

の
出
版
を
止

る
の

一
策
あ

る
の
み
、

此

一
策
必
ず
決
し

て
上
策

に
非
ず

と
錐
ど
も
筍
も
学
者

の
社

中
と
し

て
、
今

の
律
令

の
た
め
に
発
論

の
自
由
を
妨
げ
ら
れ
、
其
律
令

に

触

る

・
こ
と
も
能
は
ず
、
亦

甘
じ

て
節
を

屈
す

る

こ
と
も
能

は
ず
、
曖
昧

の
中
間

に
在

て
進
退
不
決

の
手

本
を
世
上

に
示
す
は
、
社

の
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た

め
に
取
ら
ざ

る
所
な

り
…
…
」

節
を
曲
げ

て
法
律

に
従

い
、
政
府

の
意
を
迎
え

て
今

ま
で
通
り
出
版
を
続
け

る
か
、
そ
れ
と
も
自
由
自
在

に
筆
・を

揮

っ
て
政
府

の
罪

人
と
な

る
か
、
道

は

こ
の
二

つ
し
か
な

い
。
し
か
し
ど
ち

ら
も
実
行
は
困
難

で
あ

ろ
う
。

福
沢

に
よ
れ
ば
、
本

来
学
者

の
論
説

は
無
形

の
精
神

か
ら
出

た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
有
形

の
法
令
を
も

っ
て
評
価

の
規
準
と
す

る
こ

と

は
困
難

で
あ

る
。
例
え
ば
入

の
論

に
反
駁

し
た
だ
け

で
こ
れ
を
読
講
と
呼

ぶ
人
も
お
り
、
政
治

の
得
失
を
論

じ
る
と
直
ち

に
そ
れ
を

誹
殿
と

み
る
人
も

い
る
だ

ろ
う

。
法
律

の
文
面

で
も

っ
て
駁

と
識
、
批
評
と
誹
殿

の
区
別
を
す

る

こ
と
は

で
き

な

い
。
結
局
当
局

の
担

当
者

の
考
え

で
判
断
す

る
ほ
か
な

い
。

そ

の
担
当
者

は
す

な
わ
ち
官
吏

で
あ

る
か
ら
、
官
吏

の
考
え
方

の
寛

と
厳
と

に
よ

っ
て
当
然
判

決

に
寛
厳

の
差

が
生
じ

る
。

「故

に
雑
誌
を

出
版
し

て
我
輩

の
思
想
を
述

る
も
、
之
を

述

べ
て
罪
を
蒙

る
と
否
と

は
全
く
之
を
他
人

の

意

に
任
す

る

こ
と
な
れ
ば
、
正

に
人
を

し

て
我

思
想
を
支

配
せ
し
む

る
も

の
と
云

は
ざ

る
を
得

ず
」
、
そ
し
て

墨荷
も

一
国
政
府

の
下

ひ

オ
ノ

リ

に
居
り
、
万

一
を
僥
倖
し
て
罪
を
免
か
れ
ん
こ
と
を
求
む
る
が
如
き
鄙
少
の
所
業
は
、
社
の
為
に
取
ら
ざ
る
所
な
り
」
と
し
て
、
政
府

の
顔
色
を
窺

い
な
が
ら
物
を
書
く
く
ら
い
な
ら
い
っ
そ
、
「明
六
雑
誌
の
出
版
は
断
然
こ
れ
を
止
む
べ
き
な
り
」
と
決
断
し
た
の
で
あ

る
。
建
議
案
の
最
後
を
福
沢
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

「西
洋
諸
国
に
て
は
人
間
の
交
際
、
恰
も
既
に
熟
し
既
に
盛
に
し
て
、
政
治
も
亦
唯
交
際
中
の

一
部
分
な
る
が
如
き
勢
な
れ
ば
、
諸

の
会
社
も
自
か
ら
別
に

一
世
界
を
設
け
、
其
所
論
所
行
、
全
く
政
府
を
外
に
し
て
自
家
の
為
に
十
分
の
余
地
を
遺
す
可
し
と
錐
ど
も
、

独
り
我
日
本
に
於
は
則
ち
然
ら
ず
。
人
間
の
事
物
、
十
に
八
、
九
は
政
府
の
関
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
止
を
得
ざ
る
の
事
情
、
俄
に
変
ず

可
ら
ざ
る
の
習
慣
と
は
錐
も
、
今
の
日
本
は
日
本
人
民
の
日
本
に
非
ず
し
て
政
府
の
日
本
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
此
日
本
国
中
に
住
居

す
る
学
者
が
、
其
所
論
所
行
に
就
き
悉
皆
政
治
上
の
関
す
る
所
を
避
け
、
毎
言
に
意
を
注
し
毎
話
心
を
用
ひ
、
歩
々
路
を
撰
て
行
か
ん
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と
す

る
は
、
果
し

て
事
実

に
於

て
能
す

可
き

や
。
其
状
恰
も
海
を
渡

て
水
を
見
る

こ
と
な
く

、
山
を

登
て
樹
を
見

る

こ
と
な
き
を
欲
す

る
が
如
し
。
必
寛
東

西

の
事
情
を
詳

に
せ
ず
し

て
、
軽
率

に
西
洋

の

一
例
を
持
出

し
、
事
実

に
施
す
可

ら
ざ

る

の
場
所

に
当

て
、
強
ひ

て
之
を
施
さ
ん
と
す

る

の
管
見

の
み
。
故

に
曰
く
、
我
明
六
雑
誌

の
論
は
今
後
政
治
上

に
関
せ
ざ

る
を
期
す

可
ら
ざ

る
こ
と
既
に
明
な

れ
ば
、
速

に
出
版
を
止
め
ざ

る
可
ら
ず
。
或
は
社

中
意
見
を

述
ん
と
欲
す

る
者
あ
ら
ば
、
雑
誌

の
名

に
頼

ら
ず
し

て
、
人

々
自

か
ら
発

見
し
、
人

々
自
か
ら
其
責

に
任
ず
可
き
な
り
」

つ
ま
り
今
後
は

『明
六
雑
拙
盤

の
名
前

に
頼
ら
ず

に
、
各
自

が
そ

の
責
任

に
お

い
て
、
著
述
、
講
演
を
通
し

て
自

己

の
所
論
を
世
に

問
う

べ
し
、
と
し
た

の
で
あ

る
。

福
沢

の
面
目
躍
如
た
る
も

の
が
あ

る
が
、
会
員
全
員

が
こ

の
案

に
賛
成
し

て

い
た
わ
け

で
は
な

い
。
報
知
新

聞
に
付
記
さ
れ

て
い
る

解
説

に
よ

る
と
、
会
議

の
出
席
者

は

一
三
名
、
欠
席
者

三
名

で
、

一
三
名

の
う

ち
議

案
に
賛
成

し
た
者
は
九
名

(田
中
不

二
麿

、
津

田

仙
、
辻
新
次

、
福

沢
諭
吉

、
古

川
正
雄
、
秋

山
恒

太
郎
、
箕

作
秋
坪

、
清
水
卯

三
郎

、
杉
享

二
)
、
不
賛
成

の
者

四
名

(西

周
、
津

田
眞
道
、
坂
谷
素

、
森
有
礼
)

で
あ

っ
た
。
当

日
欠
席
し

て

い
た
西
村
茂
樹

、
加
藤
弘

之

、
中
村
正
直

の
三
名

に
は
議
案
・が
そ
れ
ぞ
れ

の
家

に
届
け
ら

れ
た
が
、
三
氏

と
も

こ
れ
に
賛
同
し
た
。

結
局

、
社
員
総
数

]
六
名

の
う
ち
賛
成

一
二
、
反
対
四

で
議
案

が
可
決
さ
れ
た
。

こ
う

し

て

『明
六
雑
吐
塵

の
廃
刊

は
き
ま

っ
た
が
、
そ

の
こ
と
自
体

は
明
六
社

に
と

っ
て
挫
折

で
も
敗
北

で
も

な
か

っ
た
は
ず
だ

。

も

と
も
と
明
六
社
は
論
客

の
集
ま
り

と

い
う
よ
り

は
、
学
者

間

の
交
流
を
促
し
、

鴨知
を
広

め
識
を
明

に
す
る
」
た
め

に
結
成

さ
れ
た

学
者

の
集
団

で
あ

っ
て
、
政
治
家

の
集

ま
り

で
も
革

命
家

の
集

団

で
も
な

か

っ
た
。
福

沢

に
す
れ
ば
、
学
問
と
法
令

と
は
本
来
相
容
れ

な

い
も

の
で
あ

る
か
ら
、
差

し
当

り

こ
の
悪
法

か
ら
身
を

か
わ
し

て
雑
誌
を
廃
刊
す
る

の
も

や
む
を
得

な

い
と

い
う

心
境

で
あ

っ
た
ろ

■
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福

沢
個
人

に
則
し

て
言
え
ば
、
維

新
後
官

途

に

つ
か
ず

、

一
貫

し

て
野

に
在

っ
て
、
「
私
立
為
業

」
に
徹
し

て
き
た
彼
は
、
社

の
中

心
人
物

で
あ
り
な
が
ら
、
常

に

一
種

の
異
端

者

で
も
あ

っ
た
。

『明
六
雑
聾
盈

を
発
行

し
た
報
知
新

聞
社
自
体
が

、
そ

の
主
筆

に
剛
直

の
人
栗
本
鋤
雲

が
お
り
、
福
沢
と
協
力

し

て
慶
癒

義
塾

の
俊
秀
を
輩

下
に
迎
え

て
自
由
民
権

の
論
陣
を
張

ら
せ
、
そ

の
後
大
隈

の
立
憲

改

進
党
結
成
後
は
大
隈
と
福

沢

の
提

携

に
よ

っ
て
報
知
新

聞
が
自

由
民
権
を
標
榜
す

る
改
進
党

の
機

関
紙

に
な

っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、

『明
六
雑
誌
』

の
駆
刊
建
議
案

を
読

み
上
げ

る
福

沢

の
胸

中

に
は
、
今
後

い

っ
そ
う

強
ま

る
で
あ

ろ
・ユ
呂
と
民

の
対

立
と
自
ら

の
前

途

を
予
感

し
た

一
種
特

別
な
感
慨

が
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

こ
う
し

て
日
本
近
代
史

に
最
初

に
現
れ
た
学
術
誌

『明
六
雑
仕
豊

は
、
政
治
、
思
想

、
文
化
な
ど
多
方
面

に
わ
た

っ
て
多
く

の
啓
蒙

的
功
績
を
残

し
、
総
冊
数

四

二
冊
、
第

四
三
号

(明
治
八
年

一
一
月

)
を
最
後

に
廃
刊

さ
れ
た
。


